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技術センター事業から技術センター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  FAX：0773-43-4341  E-mail：chutan@kptc.jp

「小形風力発電機ものづくりセミナー」開催報告京都品質工学研究会のご案内
　去る3月3日（金）、京都府中小企業技術センター中丹技術支援室では、中丹地域の中小企業による新分野・新技術への取り組みを促進
するため、三重大学環境エネルギー工学研究センター長・教授 前田太佳夫氏を講師に小形風力発電機ものづくりセミナーを開催しました
ので、その内容の一部をご紹介します。

 １．小形風車（発電機）の現状

　小形風車は国際電気標準のIEC61400-2により、「ロータ（回転
翼）の受風面積が200平方メートル未満の風車」と定義されていま
す。2014年末の時点で世界には約94万5千台もの小形風車が稼
働し、累積発電量は830MWです。小形風車の台数と発電量とも
に1位中国、2位米国、3位英国の順になっています。
　世界の小形風車の台数は年間7～8%の割合で増加し、累積容
量は2020年に1.75GWになると予想されています。世界の小形
風車メーカ327社のうち74%が水平軸風車、18%が垂直軸風車、
6%が水平軸風車と垂直軸風車の両方、2%が特殊風車を生産して
います。
　日本では、2012年7月１日から再生可能エネルギー固定価格買
取制度(FIT)が施行され、小形風車の場合はkWhあたり55円+税
（20年間）の調達価格が設定されましたが、2014年までは小形風
車の導入は進みませんでした。しかし、調達価格が高いことや家庭
用の数kW級の小形風車に対して補助する自治体もあることから、
2015年からは設備認定件数は急増し、2016年10月時点では
2,184台の設備認定がされています。

 ２．水平軸風車と垂直軸風車

　水平軸風車には幾つかの種類がありますが、発電用にはプロペ
ラ型風車が最も多く用いられ、ブレードは3枚のものが多い状況で
す。力学的特徴としてロータ受風面積に対するブレードの占める面
積が少なく、発生できる回転力（トルク）が小さいことが挙げられま
す。そのため、大きな発電量を得ようとするとロータの回転速度を
上げる必要があり、空気力学的にブレードの断面形状は航空機の
翼に類似し、構造的強度を保つために、ブレード形状は根元で太く、
先端で細くなっています。また、ロータ受風面を風に正対させない
と効率良く回らないため、ナセルの方位制御が必要となります。
　垂直軸風車にも幾つかの種類がありますが、発電用には直線翼
型風車（Hタイプのダリウス型風車）が多く用いられています。力学
的特徴は、ブレードが垂直であるため、遠心力によってブレードは外

向きに曲がり、ブレードの回転位置により、ブレードの受風荷重が変
化することからブレードには疲労が生じ易くなります。また、回転中
の発生トルクも変動することから主軸や支持材（ブレードを支持す
るアーム）に及ぼす疲労も大きくなります。一方、風向に無関係に回
転し、風速以上の高い周速が得られ、比較的システムが簡単で、発
電機などの重量物を地上近くに配置できるメリットもあります。

 ３．小形風車の型式認証等

　小形風車は、JIS規格によりロータ受風面積が200平方メートル
未満（水平軸風車の場合は直径16m以下に相当）と規定されてい
ますが、この条件に加えて、国内では電気事業法により最大出力
20kW未満のものと規定されています。また、電力会社の電線に
繋がっていない独立電源システムと電力会社に繋がっている系統
連系システムに分かれます。
　小形風車を設計・製造・販売を行う場合は、国際・国内基準
（JSWTA国内業界規格、IEC、JIS等）の要求事項（性能及び安全）に
係る型式認証を受ける必要があります。型式認証は、①設計評価、
②製造評価、③型式試験評価、④最終評価の順に行われます。型式
試験評価には、「性能計測試験」「騒音計測試験」「安全性及び機能
試験」「翼静的荷重試験」「耐久試験」「発電機電気試験」の6項目が
含まれます。型式認証は認定試験機関による試験結果を日本海事
協会が認証する形で行われ、型式認証の有効期間は5年間であり、
認証シールが発行されます。認証後は、認証維持のためのサーベ
イランス（調査監視）を受けることになります。
　日本小形風力発電協会（JSWTA）は、小形風車の普及・促進のた
め「JSWTA-0001小形風車の性能及び安全性に関する規格」を策
定し、消費者に対して規格適合製品の性能及び安全性に係る信用
や製品相互の比較手段を提供するとともに、メーカに対して小形
風車の最小限の設計要求事項を提示しています。水平軸風車 垂直風車
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　品質工学とは、将来起こるかもしれないトラブルを未然に防いで、製品が引き起こす様々な損失を最小化することを目的とする、汎用性の
高い技術方法論です。安定した設計･製造技術を効率よく開発する手法として、様々な技術分野や開発プロセスで活用され大きな成果をあ
げています。
　ここでは、京都品質工学研究会の会員募集案内、品質工学セミナーの案内及び平成29年1月に開催しました「平成28年度品質工学セミ
ナー」についてご紹介します。

　京都品質工学研究会では、品質工学を活用した開発業務の革新・効率化を目指す企業が集まり、品質工学などの開発スキルの相互
学習を行い、実際の開発課題への適用について検討しています。平成29年度は初心者向け教育の充実と、個別課題相談など実践支
援に注力していく予定です。
　初心者の方も参加しやすい研究会です。技術開発・製品開発の改善・効率化、技術人材育成を目指す方々のご参加をお待ちしてお
ります。

平成28年度品質工学セミナー（平成29年1月25日開催）の報告

■平成29年度品質工学セミナーのご案内

京都品質工学研究会の会員を募集しています

　前半は、講師自身の品質工学との出会いや体験を織り交ぜながら、品質工学
の基本的な考え方について解説されました。
　後半はグループに分かれて風洞実験や合気道の達人技についてのグループ
ワークを行いました。
　風洞実験では、円筒飛行機の「折り返し」、「厚さ」、「胴回り」を制御因子としてパ
ラメータ設計を行いました。
　合気道の達人技の実験では「右手」、「左手」、「腕を動かす方向」を制御因子とし
てパラメータ設計を行いました。
　参加者からは、実際に品質工学を使って考えてみることの大切さや、製品の機
能・システムの入出力を考えることの重要さについて、意見が寄せられました。

品質工学は難解で、敷居が高いと考えておられる方もおられると思います。今後、品質工学を技術開発、経営戦略に取り入れるための
土台作りにぜひご参加ください。
平成29年度は７月と１月（平成30年）に開催予定です。詳細が決定次第、ご案内いたします。

「パラメータ設計を体感しよう！」
ヨクスル株式会社　高木 正和 氏

〈京都品質工学研究会 平成29年度活動計画〉

活動内容：①定例会（年6回）
 ②基礎学習会（6月16日（金）10～17時、新規会員・初心者向け）
 ③講師による個別課題相談（随時ご相談ください。）
講　　師：各定例会に外部講師をお招きします。（TM実践塾 芝野広志 氏、（有）アイテックインターナショナル 中野惠司 氏を予定）
年 会 費：法人会員　1社2名まで40,000円（追加1名につき15,000円）

個人会員　1名 20,000円


